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➨㸱学ᖺࠕ♫఍ࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ 片山 元⿱ 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 㸱㝵㹁ᐊ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮 㸦話し合い１１㸸㸮㸮㹼１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 ༢ඖྡ බᅬ ࣮ࠥࣝ࣎ࠕ㐟び⚗Ṇࠖをࡿ࠼⪄࠺࡝のࠥ࠿ 

㸰 ᮏ㢟ᮦをྲྀࡓࡆୖࡾពᅗ 

බᅬは、子どもたちにとって最も㌟㏆な⏕活✵間の一つである。㸱年⏕の子どもたちは、཭だちや

ᐙ᪘と、時には一ேでබᅬをゼれ、日ᖖ⏕活の一部として、㐟びやくつろࡂの時間を㐣ごしている。こ

のようなබᅬは、子どもにとって༢なる㐟び場であるだけでなく、Ᏻᚰして㐣ごすことのできるᒃ場ᡤ

であり、㐟ぶᶒ฼とも深く関わる✵間である。一方で、㏆年のබᅬには多くの฼⏝ルールが設けられて

いる。「࣌ࢵトのᩓ歩⚗Ṇ」「㌴୧の஌りධれ⚗Ṇ」「኱ኌ⚗Ṇ」「ⰼⅆ⚗Ṇ」など、さまざまな⚗Ṇ

஦㡯が存ᅾする中で、文ி༊では多くのබᅬにおいて「࣎ール㐟び⚗Ṇ」というルールが定められてお

り、同様のつไはᮾி �� ༊の௚自἞体にもᗈく見られる。これらのルールは、ᮍᑵ学ඣや㧗㱋者をྵ

む多様なே々がᏳᚰ࣭Ᏻ全にබᅬを฼⏝できるようにすることを目的としたものであり、බᅬをබඹの

場として⥔ᣢしていくための㓄៖とゝえる。こうした中、文ி༊では子どもたちのせᮃを踏まえ、༊ෆ

�� かᡤのබᅬにおいて、時間や場ᡤを㝈定した⌫ᢏྍ⬟な࢚ࣜアをᩚഛしている。しかし、子どもの

❧場に❧って考えると、⌫ᢏがྍ⬟なබᅬの数や฼⏝できる面✚、さらにはࡑこまでの⛣動㊥㞳を考៖

すると、子どもたちが࣎ールを౑った㐟びを༑分に‶㊊して行える⎔ቃがᩚっているとはゝいがたい。 

では、බᅬとはㄡのためにあり、どのような場ᡤであろうか。���� 年のἲᨵṇにより、「ඣ❺බᅬ」

から「⾤༊බᅬ」へと名⛠が変᭦され、බᅬは子どものための㐟び場から、ᆅ域ఫ民全体の฼⏝を想定

したබඹ✵間へと఩⨨࡙けが変化した。ࡑの⤖果、㧗㱋者向けの೺ᗣჾ具や࢖ンࢡルーࣈࢩ㐟具が設⨨

されたり、市民の᠁いの場となるようఇ᠁ス࣌ースがᣑ඘されたりするなど、බᅬのᶵ⬟は多様化して

いる。また、文ி༊ではබᅬのつᶍが小さいというᆅ域的≉性を踏まえ、ྛබᅬでᶵ⬟を≉化し、目的

にᛂじた౑い分けができるようにするᕤኵもなされている。ࡑの一方で、子どもたちは㝈られた⠊ᅖや

᮲௳の中でබᅬを฼⏝せざるをᚓࡎ、自らの㐟びたいというᛮいや、බᅬで自⏤に㐟ぶᶒ฼が༑分にಖ

㞀されているとはゝえない≧ἣも⏕じている。බᅬがබඹの場である௨上、すべての฼⏝者のᏳ全やᛌ

㐺さが求められるが、同時に、ࡑこに⏕きる子どもがどのように㐟び、どのように㐣ごすことができる

のかというど点もḞかすことはできない。 

本題ᮦでは、「࣎ール㐟び⚗Ṇ」というබᅬのルールを取り上げ考えることをきっかけに、「බᅬ

はㄡのための場ᡤなのか」「බඹの場において、子どもの㐟びやᶒ฼はどのように఩⨨࡙けられるべき

なのか」「これからのබᅬをどうしていくべきなのか」という᰿※的なၥいを、子どもたち自㌟が考え

ることをねらいとした。自らの⤒㦂に᰿ᕪした意見を出発点としながら、多様な❧場や౯್にゐれ、こ

れからのබᅬのあり方ついてみんなで考えていきたい。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸯㸮᫬㛫┠㸭඲㸯㸶᫬㛫㸧 

第１ḟ 自らの⤒㦂からබᅬのあり方やルールの᫝㠀について考える      ͐㸱時間 

第２ḟ ᆅ理的など点やṔྐ的など点などからルールの意⩏や課題を᳨ウする    ͐㸵時間 

第㸱ḟ ルールの᫝㠀やබᅬのあり方について考える             ͐本時㸱�㸲時間 

第㸲ḟ これからのよりⰋいබᅬ࡙くりに向けて、子どもなりの提案をつくる  ͐㸲時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣎ール㐟びができる᮲௳を考えることを通して、බᅬのあり方について考える。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１�前時をࡩり㏉り、今日のၥいについて☜認する。 

２㸬みんなで話し合う。 

࣭୎ᑀに前時の話し合いのෆᐜをࡩり㏉り、本時のၥい

に向かえるようにする。 

࣭これまでの㈨ᩱや௚者の考えを⏕かしながら考えられ

るようにする。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

 教ᐊの中で、子ども一ேࡦとりの考えがᑛ重され、受けᐜれ合う✵間であったか。 

➨㸱学ᖺࠕᅜㄒࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ᳃ ኖᙪ 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 䠍㝵ከ┠ⓗᐊ㻌 䠕䠖䠌䠌䡚䠕䠖䠐䠌㻌 䠄ヰ䛧ྜ䛔䠖䠎㝵䝥䝺䜲䝹䞊䝮䠍䠍䠖䠌䠌䡚䠍䠍䠖䠐䠑）

㸯 ༢ඖྡ ࡐ࡞ࠕ㸽ࠖを῝ࡾࡰ㹼ࡀࡾ࡝ࢁ࠸ࡋࡶㄒࡾᡭ࡚ࡋ࡜Ẹヰをㄞࡽࡔࢇ㹼 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

༢ඖ┠ᶆ ࣭民話≉᭷の構造やᒎ開を捉え、ㄒりᡭ௨እのど点でことࡤに❧ちṆまりながらㄞむ。 

࣭௚者と考えをඹ᭷することによって、さらに民話と向き合おうとしている。

本学年の子どもたちは、௚者とのわかちあいをもとにことࡤへのឤ度を㧗めることを目指してきた。

教ᐊෆࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンを඘実したものにしていくために求められるのが௚者とのかかわりの深化だ

と考える。௚者とのかかわりを深化させていくために㸱年⏕として኱ษにしてきたのが「ඹឤ性」であ

る。「ඹឤ性」を育むために௚者との㐪いをྰ定することなく、㐪いがあることを受けධれる。さらに、

௚者とのẚ㍑を通して㐪いをឤじたり、㐪いの中からඹ通点を見出したりすることをᴦしむことを意㆑

してきた。「ことࡤのឤ度」からの気࡙きをඹ᭷し、ඹឤし合うことはことࡤに関する理ゎも深まる。

子どもたちは㸲᭶からࡑれぞれの⤒㦂をもちよることを通して、ことࡤに対してྫྷ࿡し合うことを✚み

重ねてきた。ࡑの✚み重ねが、௚者と考えをẚ㍑する中で㐪いを認めつつも㐪いの中にあるඹ通点や㢮

ఝ点を見出し、ことࡤを見つめる姿につながったと考えている。年間の࢝ࣜキ࣒ࣗࣛを通してᮦとのか

かわり、௚者とのかかわりを深めていくことで一ேࡦとりの「ことࡤのឤ度」を㧗めようとしている。 

≀ㄒの学びの中でㄞむ際のど点が␗なることでㄞ後ឤが変化してしまうことに気࡙いた１２᭶。「ち

いちࡷんのかげおくり」では「ㄞ後ឤのࡦみつは㸽」をၥいとし、ことࡤをもとにᡓதが⃭しかった時

௦の場面の様子を想ീしたり、ࡑの⎔ቃの中で⏕きたⓏ場ே≀の気ᣢちを具体的に想ീしたりした。ࡑ

の想ീを௚者とඹ᭷し合うことでㄞ後ឤの※Ἠとなるものを᥈った。᥈る中で互いの考えのࣞࢬから、

Ⓩ場ே≀に寄りῧってㄞむ場合と≀ㄒ全体をಠ▔してㄞむ場合とでㄞ後ឤが␗なることに気࡙いた。 

ど点によるㄞ後ឤの㐪いを実ឤしたある子が 1+. IRU VFKRRO の「᫇話ἲᘐ」に⯆࿡をもち、授業で

行いたいと提案した。ࡑのことࡤをもとに༢元化した。子どもたちは、᪤知の᫇話をⓏ場ே≀のど点か

ら出᮶஦を捉え直すことをᴦしんだ。༢元の終ᮎ、民話㸦᫇話࣭⚄話࣭ఏㄝもྵめ㸧への見方が変わっ

た子どもたちは、௚のసရにも⯆࿡を♧した。この子どもたちの⯆࿡関ᚰを出発点とし、本༢元を構想

する。民話はཱྀᢎ文学である。ࡑのため、ㄒりᡭのゎ㔘が≀ㄒの構造やᒎ開にᙳ㡪を୚えてしまう。ࡑ

こに␲ၥをもち、子どもたち自㌟がㄒりᡭであれࡤどうㄒるのかというど点で民話をㄞむ。すると、ㄒ

りᡭのゎ㔘に❧ちṆまり、Ⓩ場ே≀の性᱁や気ᣢちの変化について自㌟の᪤᭷の知㆑や⤒㦂と⤖びつけ

てㄞむこととなる。ࡑして、今まで␲いもなくㄞみ進めてきた民話に対してၥいをもつ姿につながるだ

ろう。ၥいをもとにㄞむことを通して、௚者との考えのඹ᭷から自分にはない新しいㄞみのど点を見出

し、ㄒりᡭとして民話と向き合おうとするはࡎだ。この姿を本༢元における「関係性の中から⏕成され

る主体」と考える。ࡑれをᨭえるのが「ことࡤのឤ度」である。今までとは㐪ったど点から民話と向き

合い、ㄒり方を᳨ウすることが「ことࡤのឤ度」を㧗めることにᶵ⬟するとᮇᚅしている。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸷᫬㛫┠㸭඲㸯㸳᫬㛫㸧 

第１ḟ 民話のㄒりᡭによるゎ㔘の㐪いについて気࡙く ͐２時間 

第２ḟ 民話に対するၥいについて考える ͐本時６�㸶時間 

第㸱ḟ 民話をㄒりᡭとなって再話する ͐㸳時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣭民話に対するၥいについて自分と௚者の考えをඹ᭷することでさらにㄞみ㏉ࡑうとする。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 

主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点 

�㸬 ၥいについて話し合う。 

２㸬話し合ったことをもとにࡩり㏉る。 

࣭行動やゝⴥからⓏ場ே≀の性᱁などே᯶についてㄞむ。 

࣭子どもたち一ேࡦとりの⤒㦂㸦直᥋⤒㦂やㄞ᭩⤒㦂な

ど㸧をもとに考えを話し合えるようにしたい。  

࣭話し合ったことをもとにㄞみ㏉し、再考につなげる。 

࣭話し合いがᗈがるような場合は、ㄞみ㏉す時間をḟ時に

設けるようにし、考えをඹ᭷し合う時間を኱ษにする。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

 ௚者と考えをඹ᭷することで、民話をㄞみ㏉し、ၥいについて再考することにつながったか。 
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